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果は CO2 の 310 倍あり、対流圏では消失せず、成
層圏において分解される時にオゾン層を破壊する。


















根粒菌の N2O 還元酵素活性を元株の 7～11 倍に高


















認した。このダイズ根粒菌の持つ酵素は N2O を窒素ガスに還元する酵素で、収穫後の N2O 発生量を
43% から 47％ 削減することができた。今後の実用化には、根粒菌をダイズに効率的に共生させる手
法の開発や、他のマメ科植物への応用等が望まれる。
図A　根粒細菌による窒素固定および N2O 発生等の過程
図B　屋外圃場における栽培実験
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* 進化加速法：DNA 複製時の校正機能を低下させるこ
とにより突然変異率を高め、選択圧により有用な変
異体を取得する方法。
** nos：N2O 還元酵素の遺伝子
